
 

  

  

 

 

 

                        

 

 

 

 

   

                            

    

第４の波と新社会人 

“デジタル時代における働く心得と主体性” 

 

日時： 

 

  講師： 

 

研修主催者さまのロゴ及び社名を入れる 

２０●●年度版 
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 ００ ： ００     ★ オリエンテーション          ～レクチャー・二方通行～ 

１． 研修をスタートするにあたって 

① 本研修のねらいと導入 

② 重視したい３つの基軸 

③ 相互理解はチーム力につながる  ～グループワーク～ 

・ジブンガタリ ― 自己紹介 ＆ 相互フィードバック 

００ ： ４５   ２．第４の波と新社会人に求められるもの ～二方通行・G ワーク～ 

① 変化が当たり前の時代の中で  

～ 今、新社会人が置かれている環境とは ～ 

② どんな時代も大切なのは“自ら考え、行動する”  

“それを習慣づけること” だ！ 

・社会人としての基礎力をつけよう 

・主体的に動くとは             ～グループワーク～ 

 

 ０２ ： ００          ③●●業界で働く面白さはどこにあるか 

 

■20●●年度 内容とスケジュール 

２ 

●時間的な余裕ある、さらに掘り下げたい、展開に巾を持せたい等への対応策として、下記 

 事例ケース（４つ・本コースに添付）活用し、時間・展開等を自由にアレンジなさって下さい。 

 

 １．働く心得シリーズ  事例ケース１   叱責後の対処にあなたの価値が現れる 

 ２．働く心得シリーズ  事例ケース２   指示待ち新人と OJT 担当者のイライラ 

 ３．働く心得シリーズ  事例ケース３   何もかもメール対応の新人に困惑の課長 

 ４．働く心得シリーズ  信長も認めた『瀧川一益の才智』とはー 

 

締めで「瀧川一益」ケースを活用してもフィットする。 



研修をスタートするにあたって 

 

 ①受け身ではなく、能動的・積極的であること。 

   →「やらされている」からは人は学べない。「自らやる」から人は学ぶ。 

②進んで新しい行動を、しかも機敏に試して見ること。 

   → 日頃の無難行動からは学べない、新しい試みから学ぶ。考えすぎると一歩 

が踏み出せない、まず、機敏に動くこと 

  ③体裁を整える場ではなくこの研修は失敗を多く持つ経験を通じ

て、自己にベクトルを向ける場である。 

    → 甘い自分を容認していないか、すぐ言い訳に走る自分がいないか。 

  ④本音のレベルで、開放的なコミュニケーションを取る。 

   → 論理だけでなく、気持ち・感情を伝えよう。人は論理だけでもない。 

  ⑤今、ここで「自分がどう行動しているか」「何をしようとし 

ているのか」にも焦点を当てる。 

→ プロセスにも関心を向け、自己の客観視につなげる。 
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① ハキハキ  キビキビ  メリハリつける 

② 時間を意識 

③ わからないことはわからないと言う 

 

 

 

 

      

 

 

① なぜか？― その事象の背景・理由に着眼 

② EX. なぜ、企業は時間を守る事を重要視するのか？なぜ、今だ 

マナーに重きをおくのか？ 

③ 物事の本質はどこにあるのかー常に頭の隅に置く 

 

 

 

      

 

 

 

① 組織はチームで動く 

② 互いに助け合うこと 

③ １＋１＝２？ それ以上の力を発揮 

 

 

 

 

 

 

 

        重視したい 3 基軸 

１．機敏であること 

２．本質は何かー 

３．チーム力を高めていく意識 

４ 



こんな新人は嫌われる 

 

新人が業務経験や知識をもつ教育担当者や先輩に敬意を払うのは当たり前ですがそれが

形として表われ、相手に伝わらなければ意味がありません。ある企業で実施した「先輩か

ら見た嫌いな新入社員とは？」のアンケート結果です。自己チェックしてみて下さい。  

  １．人の意見を素直に聞かない 

・口ごたえや自己主張がばかり ・間違った意見でも頑固に通す ・言い訳が多い 

  ２．感情的な人 

    ・注意すると、嫌な顔をしてその後の態度が変わる ・気が強すぎてすぐ感情的になる 

  ３．挨拶、返事をしない 

    ・自分から挨拶をしない、されても返さない ・呼ばれても返事もしない 

  ４．身だしなみ、言葉づかいにけじめがない 

    ・服装がだらしない ・人の悪口・陰口や無駄話、友達言葉で話し、けじめがない 

  ５．仕事への意欲が感じられない 

    ・仕事を途中で投げ出す ・自信過剰なのか、なかなか仕事に取り掛からないし、 

与えられた仕事を素直に引き受けない  ・ミスが多く、度々納期を守れない 

  ６．チームワークを乱す 

    ・周りの人に迷惑掛けても平気で、自分勝手な行動をとる ・人の手助けをしない 

  ７．時間のけじめがない 

    ・始業間際の出社時間が遅刻寸前かと思えば退社時間前には帰り支度を済ませている 

８．無反応である 

 

    ・分かったのか、分からないのか反応がなく無表情。どうしたいのか本人も分から 

ない？ 意思疎通に難しさがある 

 

５ 



 

ジブンガタリと相互理解 

 

●ジブンガタり    子供の頃の忘れられない出来事はじめ、自分のバックグランドにあ

るエピソードを話しましょう。「人間」に関心を持ってもらうことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ex.子供の頃の忘れられないこと 

 

②  

 

③  

  

●挨 拶 

 

１．氏名・出身地 

 

２．① 

 

  ② 

 

  ③ 

３．Ｑ＆Ａ 

 

●挨 拶 

 

６ 



自己紹介の仕方 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． 相手、状況、時間等を考えて、上記の 4～５つくらいを選択する。 

 

２． 自身におけるキャッチフレーズ   を入れる →  最初に持って来ても OK   

最後、あるいは途中に持って来ても OK 

                         

３． 人柄、人間性が出るエピソードを入れると全体的に厚みが出ると共に深く印象に残る。 

（失敗談を話すとよい）  

                        

４． 意気込みや抱負は必ず入れる → 自身の PR になる（場を活用し名前を覚えてもらう） 

 

５． ちょっとしたユーモアや笑いがこぼれると場が和む。但し、やり過ぎるのは NG。 

 

 

 

   ●表情、態度、動作、立つ位置、目配り、手は前で組む。 

 

   ●発表時の位置と机の配置(コロナ禍の対応として) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

氏名、出身地、住む場所、キャリア＆仕事内容、趣味、関心事、マイブーム、 

キャッチフレーズ、持味・得意なこと(強み)、人からよく言われること、意気込み 

抱負等 
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第４の波と新社会人   

    

 
 

 

●ここに主催者さまのロゴや社名を入

れるとサブ表紙らしくなります。 

８ 



 

 

 

 

 

 

 

●時代に応じて、働く人の役割はどう変わって来たか？ 

 

 

 

 

 

第４の波と新社会人＝変化が当たり前の時代 
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～ ３つの能力と１２の能力要素 ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会人基礎力とは何か 

・主体性 

・働き掛ける力 

・実行力 
前に踏み出す

チームで働く力 考え貫く力 

・課題発見力 

・計画力 

・創造性 

・発信力    ・傾聴力 

・柔軟性    ・状況把握力 

・規律性    ・ストレスコントロール力 

価 値 創 造 
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 出所：経済産業省 社会人基礎力 



 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   主体性とは何か ― ① 

●主体性とはどのようなものか、下記の言葉を参考にして話し合って下さい。 

① そんな 

 

② すいません！            出来ないと思います。 

 

③ そのことは                   です。 

 

④ これは          です。 

 

⑤ そんな、、、急に言われても、、、 

 

⑥ 手元にないものが多くていい仕事が出来ないですね、、、 

 

⑦ 言わ                   、、、 

 

⑧ 会社方針だから、、、仕方ないですね、、、 

 

⑨ どうせ              いますよ、、、 

 

⑩ 仕事って                   ですかねェ～ 

 

⑪ 指導                 分からないのです、、、 

 

⑫ 挨拶するのに挨拶してくれない！ 

 

⑬                  、、だから動けませんでした、、、 

 

⑭ 余り、                   、、仕事      を 

したくないので、、、、 
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皆さんは、瀧川一益という武将をご存じだろうか？織田信長の配下の武将で鉄砲に詳し

く、射撃の名手と言われている。が、信長は一益の射術よりも、彼の才智を高く認めていた。 

雄弁家ではないが、彼の理論立てた弁才はもっともらしく聞こえ、又まじめで、常識もあり、そ

れでいて中々、融通がきくのである。よって、外交の衝に当たらせると適材であると見てい

た。 

 

 

 

 

「 

「 

「 

 

 

 

 

 

信長は当たり前な顔をしていたが、一益は信長の言葉の裏で彼の心の息遣いを感じ取って

いた。 

「しからば、三河殿始め家臣一統にも、もはや当家との和盟に異存なく、将来の連携を約束

されたと言うか」 

「御意にございます」 

「大儀であった」 

ここまで訊いてから信長は初めて、一益に労いの言葉を言った。 

君臣の間に、つぶさな報告や余談話が交わされたのは、それから後のことであったらしい。 

 

出所： 

        瀧川一益の才智 

Q. 「一益の才智」とはどんなところか？考え付くことすべてを上げて下さい。 
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